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環境美化推進員区会議を開催しました！！

浜松市では、ごみ分別指導・ごみ減量啓発など、地域の環境リーダーとして活躍されている環境美

化推進員の皆様と連携を深めることを目的に、環境美化推進員区会議を開催しています。今回は４月

２５日（火）に開催されました浜北区での会議についてご紹介します！ 

 浜北区赤佐四区自治会で環境美化推進員とし

て活動されている楠雅則さんに事例紹介をして

いただきました。 

楠さんは、早朝から集積所の管理や資源物回

収の指導を 10 年間続けられています。活動を

通して、地域の皆さんと親しくなれたことがよ

かったと話され、今後も活動を継続し地域へ貢

献していきたいとのことでした。 

会議では、市と環境美化推進員との意見交換

や情報共有のため、 

◎ごみ・資源物の排出量、処理経費等の報告 

◎家庭ごみの収集に関すること 

◎ごみの出し方や分別に関すること 

◎ごみ減量に関すること 

についてお知らせしました。 

錆びたスプレー缶や壊れたライターは特定品目として出せばいいのか？ 

もえないごみとして出せばいいのか？ 

状態が悪いものや壊れたものでも、特定品目として集積所にお出しください。 

分別収集カレンダー（ごみカレンダー）は外国語版のものはあるのか？ 

『分別収集カレンダー』は３カ国語、『ごみ・資源物の正しい出し方』は６カ国語をご用意

できます。必要な場合は、廃棄物処理課収集業務グループ（０５３－４５３－００１１）ま

でご連絡ください。 

会議では、日常の活動で困っている点などについて、活発な意見交換をしています。 

ここでは、浜北区会議であがったご質問について、いくつかご紹介します。

環境美化推進員の活動を紹介する楠さん 

4/25 浜北文化センターで開催

された会議の様子(浜北区) 
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社員向けごみ減量・３Ｒ説明会始めました！ 

ごみ減量推進課では、家庭から排出される「生ごみ」と「紙ごみ」の減量推進

を啓発するため、３Ｒ説明会を開催しています。説明会では、浜松市の家庭系ご

みの処理状況や費用、ごみ減量が必要な理由やごみ減量のポイントなどを分かり

やすく説明します。 

昨年度まで、自治会を対象に行ってきましたが、今年度から、大規模建築物所

有事業者の社員向けにも開催しています。

ごみ減量に関する３つの単語の頭文字、Reduce（リデュース：出さない）、Reuse

（リユース：繰り返し使う）、Recycle（リサイクル：再生利用する）のことです。

生ごみの約８０％は水分です。水切り

プレスを使い、生ごみの水分を減らす

ことで、ごみは「臭わなく」「軽く」

「もえやすく」なります。

雑がみは大きさがまちまちであった

り、かさばったりします。そんな時

に役立つのが紙袋です。紙袋自体も

雑がみとして出すことができます。 

「やらまいか！水切りプレス」や「雑がみ分

別袋」などのグッズを使った、生ごみの水切

りのポイントや雑がみの分別方法についても

説明します。 

３Ｒ説明会参加者に、ごみ減量グッズを配付しています！
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㈲浜名クリーさんが提供する「どこすてナビ」は浜松市のごみの出し方や、分別の方法

をすぐに調べることができるアプリです。そのほかにも、お住まいの地域の分別収集カレ

ンダーの確認など、ごみ出しに関する情報が満載となっています！！ 

※詳しくは、App Store や Google play で「どこすてナビ」や「浜松市 ごみ出し」な

どで検索してください。 

浜松市のごみ出し・分別応援アプリ！～「どこすてナビ」～ 

①ごみ出しを忘れない！ 

ごみ出しリマインダー機能！ 
 お住まいの地域を登録すれば、指定

のごみ収集の日を知らせてくれま

す！ 

配信の時間指定が可能！ 

前日、当日ご自分のお好きなタイミ

ングに合わせて知らせてくれます。 

②カレンダー機能 
 お住まいの地域のカレンダーをすぐ

に確認できます！ 

③ごみ分別検索 
 品目を入力すれば、ごみの出し方を

調べることができます！ 

④お知らせ機能 
ごみに関する最新情報などを知らせ

てくれます！ 
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京都市のごみ減量の取組を紹介します！！ 

■平成２９年３月分の家庭系もえるごみ速報値をお知らせします 

■家庭系もえるごみ月別推移 (単位：トン）

項目 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 ２月 3月 計

28年度 11,606 12,843 11,425 11,742 12,185 11,486 11,433 10,967 12,515 11,042 9,311 11,025 137,580

27年度 11,971 12,104 12,558 12,271 11,506 11,763 11,608 11,057 12,251 10,987 10,033 11,471 139,580

前年度比 △ 365 739 △ 1,133 △ 529 679 △ 277 △ 175 △ 90 264 55 △ 722 △ 446 △ 2,000

廃棄物・リサイクルで先進的な取組をしている自治体の情報を収集し、本市の新たなごみ減量・リサ

イクルの取組立案に活かすために視察を実施しています。先月号に引き続き、今回は京都市の取組をご

紹介します。 

京都市では、ピーク時のごみ量から半減を目指して「しまつのこころ条例」を制定しました。 

この条例では、市民と事業所の協働により、なるべくごみを出さないライフスタイル・ビジネスス

タイルへ転換、ごみ減量に関する取組等を推進し 

①紙類を新聞・雑がみ（雑誌も含みます）・ダンボールに分別してリサイクル 

②プラスチック製の「容器」と「包装」を資源ごみ用の袋で分別・リサイクル 

③生ごみを減らすための「生ごみ3キリ」 

に取り組んでいます。 

生ごみ３キリ（使いキリ・食べキリ・水キリ） 

「生ごみ 3 キリ」運動を推進してい

る飲食店や宿泊施設を食べ残しゼロ

推進店舗として認定する制度を実施

していて、現在の登録数は500店舗

を超えています。 

☆推進店舗 

のマーク→

◎食材を使い切る工夫（食材の無駄が出ない

仕入など） 

◎食べ残しを出さない工夫（小盛りメニュー

の設定など） 

◎食べ残しの持ち帰りができる工夫（持ち帰

り用容器の使用など） 

◎ごみ排出時の水キリ等の工夫（水キリ専用

ザルの使用など） 

目標は達成できなかったの

じゃが、昨年度より2000

トンのごみを減らすことが

できたのじゃ！引き続きご

協力お願いするのじゃ！！ 


